バリアフリーの視点からみたニュータウンの歩行者空間の実態に関する研究 : 兵庫県三田市フラワータウンとウッディタウンの事例および比較 by 北出 悟士 & Satoshi Kitade
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ータウンでは歩行者専用道路が深く地域に根付いていることが伺えた。ウッディタウンで
は目的地に向かう場合は最短距離を通って向かう傾向が強かった。また、歩車共存のまち
づくりを進めていることもあり、「自動車が少ない」の項目を選択する人はフラワータウ
ンと比べてもとても低い割合になった。現在はフラワータウンに比べて、若い人が比較的
多く住まわれているウッディタウンの交通計画が今後どのように変遷していくのかを注視
していきたい。一方で、散歩などの歩くことを目的としている場合は、ニュータウンの周
回道路を利用する人が多かった。これは、ウッディタウンの周回道路は1周約7kmのジョギ
ングコースと設定されているためである。さらに、平谷川周辺に散歩に向かう人も多くみ
られた。ウッディタウンの歩行環境は、まちの内部よりも外周部に良い環境がそろってい
ることがうかがえる結果となった。 
今後の課題と展望 
 本調査では調査地域別においての敷地内住環境のバリア調査やルート選択の特性把握に
主眼を置いてきた。しかし、実際は主要駅や購買施設からの距離や年齢、性別によっても、
バリアを感じる場所やルート選択の特性が変化してくるものと思われ、それらの視点から
の調査が不十分であった。今後は本調査から得たデータを基にして、さらに詳しくニュー
タウン内の屋外環境の快適性や安全性を向上させ、持続可能性のあるまちの形成に向けて
阻害要因となるものを明確化させていきたい。 
